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「
安
中
坊
」
の
歴
史
的
価
値

　

「
安
中
坊
」
と
は
、
大
江
親
広

が
寒
河
江
荘
に
入
部
し
て
か
ら
称

し
た
名
前
で
す
。
大
江
氏
に
関
わ

る
文
献
と
し
て
は
『
吾
妻
鏡
』
と

い
う
鎌
倉
幕
府
の
正
史
と
い
わ
れ

る
書
物
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
史

の
記
録
が
あ
ま
り
な
く
、
『
安
中

坊
系
譜
』
が
重
要
で
す
。
同
書
は

大
江
家
の
所
蔵
で
大
江
広
元
を
初

代
と
し
て
代
々
大
江
家
に
伝
え
ら

れ
、
書
き
継
が
れ
て
き
た
家
系
図

で
す
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四

三
）
、
代
官
松
平
清
左
衛
門
に
安

中
坊
道
空
が
提
出
し
、
そ
れ
を
書

写
し
た
も
の
が
今
も
大
江
家
の
宗

家
（
山
形
市
）
に
残
っ
て
い
ま
す
。

学
問
に
秀
で
た
「
大
江
氏
」

　

西
川
町
内
に
数
々
の
史
跡
を
遺

し
た
大
江
氏
で
す
が
、
ま
ず
は
そ

の
ル
ー
ツ
を
遡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
江
氏
の
起
源
は
、
平
城
天
皇
の

第
一
皇
子
・
阿
保
親
王
を
祖
先
に

持
ち
、
平
安
前
期
に
朝
廷
で
参
議

（
国
政
を
担
う
職
位
）
を
務
め
て

い
た
人
物
「
大
江
音
人
」
で
す
。

大
江
一
族
は
文
人
貴
族
で
、
菅
原

道
真
に
代
表
さ
れ
る
菅
家
と
並
ん

で
江
家
と
称
さ
れ
、
学
問
に
秀
で

た
存
在
で
し
た
。
大
江
家
八
代
・

匡
衡
の
妻
は
百
人
一
首
な
ど
の
和

歌
集
で
も
有
名
な
歌
人
・
赤
染
衛

門
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
曽
孫
に
あ

た
る
匡
房
は
、
源
義
家
（
源
頼
朝

高
曽
祖
父
）
の
兵
学
の
師
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
三
年
の
役

（
一
〇
八
三
〜
一
〇
八
七
）
に
お

け
る
義
家
の
活
躍
は
、
こ
の
匡
房

の
教
え
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
西
川
町
に
は
各

地
区
に
義
家
（
八
幡
太
郎
）
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
後
三
年
の
役
の
時
、
義
家

が
月
山
沢
か
ら
登
っ
た
坂
が
「
八

幡
坂
」
、
登
り
切
っ
た
場
所
で
弓

を
張
っ
た
場
所
が
「
弓
張
平
」
、

小
山
で
弓
を
射
っ
て
矢
が
的
か
ら

逸
れ
て
「
そ
れ
や
が
っ
た
」
と

言
っ
た
地
区
が
の
ち
に
「
征
矢

形
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

大
江
広
元
（
お
お
え
・
ひ
ろ
も
と
）

　

鎌
倉
幕
府
の
政
治
に
大
き
く
関

わ
っ
た
広
元
。
前
述
し
た
匡
房
は

彼
の
曽
祖
父
に
あ
た
り
ま
す
。
広

元
は
中
原
広
季
の
養
子
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
晩
年
に
大
江
の

姓
を
名
乗
る
ま
で
は
中
原
の
姓
を

名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
仁
安
三
年

（
一
一
六
八
）
、
21
歳
で
最
初
の

官
職
「
縫
殿
允
」
を
賜
っ
て
お
り
、

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
官
職
を
歴
任

し
ま
す
。

　

寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
、
広

元
が
37
歳
の
頃
、
源
頼
朝
に
招
か

れ
補
佐
役
（
文
官
）
と
し
て
鎌
倉

に
移
り
住
み
ま
し
た
。
こ
の
広
元

へ
の
任
命
は
、
先
に
鎌
倉
に
来
て

い
た
兄
・
中
原
親
能
と
頼
朝
の
縁

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
元
は
頼
朝
か
ら
か
な
り
信
頼
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
、
頼
朝
が
幕
府

を
開
く
に
あ
た
っ
て
設
け
た
「
公

文
所
」
の
別
当
（
長
官
）
と
い
う

重
役
に
任
命
さ
れ
ま
す
。   

　

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
、
頼

朝
が
平
氏
一
門
を
滅
ぼ
し
ま
す
。

そ
の
後
は
広
元

が
中
心
と
な
っ

て
守
護
・
地
頭

を
設
置
す
る
政

策
を
練
っ
て
い

ま
す
。
頼
朝
が

文
治
五
年
（
一

一
八
九
）
に
28

万
４
千
の
大
軍

を
率
い
て
平
泉

を
攻
略
し
、
平

泉
藤
原
氏
を
滅

ぼ
し
ま
す
。
平

氏
一
門
・
平
泉

藤
原
氏
が
滅
び

た
こ
と
に
よ
り
、

広
元
は
「
相
州

毛
利
荘
、
肥
州

山
本
荘
、
防
州
嶋
末
荘
、
武
州
横

山
荘
と
と
も
に
羽
州
寒
河
江
荘
を

賜
っ
た
」
と
『
安
中
坊
系
譜
』
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
羽
・
武

蔵
・
相
模
・
美
濃
・
伊
勢
・
近

江
・
摂
津
・
伯
耆
・
周
防
・
肥
後

と
、
広
域
に
領
地
を
保
有
し
た
広

元
は
、
ま
さ
に
幕
府
の
屋
台
骨
を

支
え
る
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

大
江
親
広
（
お
お
え
・
ち
か
ひ
ろ
）

　

広
元
の
嫡
男
・
親
広
が
猶
子
と

な
っ
た
源
通
親
は
村
上
源
氏
の
嫡

流
・
最
高
位
の
公
家
の
一
人
で
、

広
元
と
深
い
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

広
元
に
は
親
広
を
は
じ
め
六
男
六

女
の
子
供
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
四
男
・
季
光
は
毛
利
荘
に

入
り
、
後
世
の
毛
利
元
就
に
代
表

さ
れ
る
大
名
を
輩
出
し
ま
す
。
ま

た
、
六
男
の
尊
俊
は
寒
河
江
市
の

慈
恩
寺
に
入
っ
た
と
す
る
系
図
が

あ
り
ま
す
。

　

承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
、
親

広
が
側
近
と
し
て
仕
え
て
い
た
鎌

倉
幕
府
の
三
代
将
軍
・
源
実
朝
が

鎌
倉
八
幡
宮
で
甥
の
公
暁
に
暗
殺

さ
れ
、
そ
の
翌
日
親
広
は
出
家
し

ま
す
。
実
朝
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と

で
源
氏
の
正
統
の
血
筋
が
途
絶
え

‐にしかわ歴史めぐり‐  

て
し
ま
い
、
幕
府
は
大
混
乱
し
ま

す
。

　

こ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
承
久
三

年
（
一
二
二
一
）
、
後
鳥
羽
上
皇

を
中
心
と
す
る
朝
廷
の
公
家
た
ち

が
討
幕
の
兵
を
挙
げ
ま
す
。
世
に

言
う
『
承
久
の
乱
』
で
す
。
親
広

は
朝
廷
の
動
き
を
監
視
す
る
た
め

の
役
職
「
京
都
守
護
職
」
を
任
命

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
鳥
羽
上

皇
の
要
求
を
断
り
切
れ
ず
、
上
皇

方
に
つ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
親
広

は
幕
府
方
の
父
で
あ
る
広
元
や
、

子
の
佐
房
・
広
時
と
争
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
争

乱
は
幕
府
方
の
勝
利
に
終
わ
り
、

戦
い
に
敗
れ
た
親
広
は
「
近
江
国

関
寺
周
辺
で
行
方
不
明
に
な
っ

た
」
と
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
『
安
中
坊
系

譜
』
に
は
地
頭
と
し
て
治
め
て
い

た
「
寒
河
江
荘
の
吉
川
邑
中
岫

（
現
在
の
沼
山
）
に
潜
居
し
た
」

と
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
親
広
の
妻
・
竹
殿

の
父
は
北
条
義
時
で
す
。
彼
は
幕

府
の
２
代
目
執
権
で
あ
り
、
承
久

の
乱
の
幕
府
方
筆
頭
で
も
あ
り
ま

し
た
。
来
年
１
月
か
ら
始
ま
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
は
こ
の
義
時
を
主
人
公
と
し

た
物
語
と
い
う
こ
と
で
、
源
氏
・

北
条
氏
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
広
元
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
親

広
も
物
語
に
関
わ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
西
川
の
歴
史
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
ド
ラ
マ
を
観
る

の
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

文
責
／
西
川
町
郷
土
史
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　

清
野
幸
夫

大
江
音
人

大
江
広
元

大
江
親
広

竹
　
　
殿

北
条
時
政

源
　
頼
朝

源
　
実
朝

源
　
頼
家

北
条
政
子

北
条
義
時

〜〜〜〜

側近

側近

娘・父

側近婚姻

婚姻
▶

▶

▲

▲

▲

▶
大
江
家
と
鎌
倉
幕
府
に
関
わ
る
人
物
系
譜

大
江
家
開
祖

　

西
川
町
に
は
、
鎌
倉
幕
府
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
人
物
、
大
江
広
元
・
親
広
関
連
の
歴
史
遺
産
が
遺
さ

れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
町
の
先
人
た
ち
が
代
々
受
け
継
ぎ
、
時
代
を
越
え
て
守
ら
れ
て
き
た

大
江
氏
の
史
跡
が
、
今
も
町
内
各
所
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
は
、
承
久
の
乱
の
の
ち
に
大
江
親
広
が
西
川
町
に
入
部
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
８
０
０
年
と

さ
れ
る
節
目
の
年
。
今
年
度
、
町
で
は
大
江
親
広
公
入
部
８
０
０
年
を
記
念
し
た
「
安
中
坊
別
当
屋
敷
跡
」

の
整
備
工
事
や
、
安
中
坊
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
本
誌
で
も
西
川
町
と
大
江
氏
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲大江親広公（左）・広元公（右）の木像（吉川・吉祥院）▲大江親広公（左）・広元公（右）の木像（吉川・吉祥院）

ど
う
く
う

あ
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ま
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ま
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ら
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ま
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ふ
さ
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か
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そ
　
や

が
た

ぬ
い
ど
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ひ
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え
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か
よ
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え
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つ

そ
ん
し
ゅ
ん

み
ち
ち
か



「緑の募金」を活用した保育園児への球根プレゼント「緑の募金」を活用した保育園児への球根プレゼント
さがえ西村山農業協同組合理事の阿部栄蔵さん（吉川）から
紅秀峰が手渡された
さがえ西村山農業協同組合理事の阿部栄蔵さん（吉川）から
紅秀峰が手渡された

　

西
川
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
地
元

産
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
お
い
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
７
月
１
日
、
さ

が
え
西
村
山
農
業
協
同
組
合
か
ら
西

川
小
学
校
へ
「
紅
秀
峰
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
当
日
は
同
組
合
と
西
川
町

さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
組
合
の
関
係
者
が

小
学
校
を
訪
問
し
、
代
表
の
児
童
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

生
産
組
合
長
の
柴
田
幸
吉
さ
ん

（
吉
川
）
は
「
今
年
は
春
先
の
天
気

の
影
響
で
多
く
は
実
ら
な
か
っ
た
が
、

実
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
大
事
に
育
て

て
き
た
」
と
話
し
、
児
童
た
ち
は
大

事
に
育
て
ら
れ
た
紅
秀
峰
を
美
味
し

そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
「
緑
の
募
金
運
動
」

が
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
西
川
町
で
は
総
額
15
万
８

千
６
０
０
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
や
ま
が
た

森
林
と
緑
の
推
進
機
構
で
集
約
さ
れ
、

各
市
町
村
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
「
緑
の
募
金
」
は
人
々
の
豊
か
な

生
活
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
森
林
を
守
る
た
め
、
国
内

外
の
「
森
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
の
活

動
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
本
町
で
は
、
西
川
小
学
校

の
緑
の
少
年
団
の
活
動
や
、
保
育
園

児
へ
の
球
根
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

緑の募金ありがとうございました
募金総額は158,600円に

町内産のサクランボが給食に
さがえ西村山農業協同組合からサクランボ贈呈

弓矢を使った的当てゲームに挑戦弓矢を使った的当てゲームに挑戦体育館で水源地宣言を発表体育館で水源地宣言を発表

　

西
川
小
学
校
で
６
月
29
日
、
全
校

集
会
の
時
間
で
４
年
生
24
人
が
「
水

源
地
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
４
年
生
が
水
や

環
境
に
つ
い
て
学
習
し
て
お
り
、
例

年
、
７
月
に
開
催
さ
れ
る
「
水
源
を

守
る
町
民
大
会
」
で
水
源
地
宣
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
昨
年
に

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
４
年
生
の
児
童
た
ち
は
全

校
生
の
前
で
堂
々
と
発
表
を
披
露
。

水
源
地
で
あ
る
西
川
町
に
暮
ら
す

人
々
の
責
任
や
、
普
段
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
訴

え
て
い
ま
し
た
。

　

西
川
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
と

し
て
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
く
ら
し

の
様
子
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
が
６
月

16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
で
は

公
益
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
方
が
講
師
と
な
り
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
昔
の
人
々
が
使
っ

て
い
た
土
器
や
石
器
、
狩
猟
に
使
わ

れ
る
道
具
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
の
あ
と
は
昔
の
道
具
に
実
際

に
触
れ
る
体
験
が
実
施
さ
れ
、
地

元
・
西
川
町
で
出
土
し
た
石
器
に
触

れ
た
り
、
弓
矢
を
使
っ
て
的
当
て
ゲ

ー
ム
に
挑
戦
し
た
り
と
、
子
供
た
ち

は
実
際
に
道
具
に
触
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
身
近
に
歴
史
文
化
を
感
じ
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。

縄文時代について知ろう！
西川小学校６年生が体験

水の大切さをここに宣言！
西川小学校４年生が水源地宣言

折り紙を使ったしおり作りを教わる児童たち折り紙を使ったしおり作りを教わる児童たち

　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
通
う
児

童
た
ち
が
７
月
２
日
、
「
西
川
ド
リ

ー
ム
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
と
し
お
り

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
同
日
は
放

課
後
プ
ラ
ン
を
利
用
し
て
い
る
22
人

が
参
加
。
「
西
川
ド
リ
ー
ム
ク
ラ

ブ
」
の
奥
山
妙
子
さ
ん
、
佐
藤
末
子

さ
ん
、
佐
藤
伊
佐
子
さ
ん
の
３
人
が

先
生
と
な
り
、
児
童
た
ち
に
折
り
紙

の
楽
し
さ
を
伝
え
な
が
ら
作
り
方
を

指
導
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
折
り

紙
を
作
る
様
子
に
見
入
る
児
童
た
ち
。

先
生
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
色
の
折
り
紙
を
使
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

世界に一つの「マイしおり」
西川小学校放課後子どもプラン

草刈り作業の様子草刈り作業の様子

　

綱
取
地
区
の
寒
河
江
川
河
川
敷
で

６
月
30
日
、
山
形
県
建
設
業
協
会
西

村
山
支
部
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
部
で
は
西
川
町
の
自
然
豊
か
な

景
観
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
毎
年
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
11
人
が
参
加
し
、
約
５
０
０

ｍ
の
区
間
で
草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
部
長
の
後
藤
吉
裕
さ
ん
（
後
藤

建
設
・
寒
河
江
市
）
は
「
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

寒河江川の環境保全のために
綱取地区河川敷でボランティア作業

「かわどい亭」でお待ちしています「かわどい亭」でお待ちしています

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
オ
ー
プ
ン
を
延
期
し
て
い
た

「
か
わ
ど
い
亭
」
が
７
月
２
日
か
ら

営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

「
か
わ
ど
い
亭
」
は
吉
川
地
区
の

旧
川
土
居
小
学
校
を
活
用
し
、
西
川

町
の
食
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し

て
、
町
歴
史
文
化
資
料
館
と
と
も
に

整
備
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　

今
年
度
は
11
月
28
日
ま
で
毎
週

金
・
土
・
日
曜
に
営
業
し
、
地
元
の

方
が
中
心
と
な
っ
て
、
喫
茶
や
軽
食

な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
日
曜

は
吉
川
そ
ば
打
ち
愛
好
会
に
よ
る
限

定
20
食
の
手
打
ち
そ
ば
も
提
供
さ
れ

ま
す
。

手作りの味、今年度も提供開始
かわどい亭がオープン

～お詫びと訂正～ 本誌の先月号（２０２１年６月号）の６頁「令和３年度消防関係表彰受賞者」で、山形県消防協会西村山支部長表彰・優良章受賞者として
　　　　　　　　「志田利春さん」と記載しましたが、正しくは「志田俊春さん」でした。お詫びして訂正いたします。



　

令
和
３
年
度
西
川
町
少
年
少
女
カ

ヌ
ー
教
室
の
開
校
式
が
６
月
12
日
、

沼
山
地
区
の
長
沼
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
26
名
が
参
加
を
予
定
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
町
カ
ヌ
ー
協

会
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
全
２

回
の
教
室
を
通
じ
て
カ
ヌ
ー
に
親
し

ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
近
は
よ
く
月
山
湖
に
通
っ
て
い

ま
す
。
大
自
然
の
中
、
水
面
に
太
陽
の

光
が
反
射
す
る
光
景
は
本
当
に
綺
麗

で
、
西
川
町
で
行
う
カ
ヌ
ー
の
魅
力

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
カ
ヌ
ー
を
漕
い
で
い
る

か
っ
こ
い
い
姿
を
撮
り
た
い
の
で
す
が
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
初
心
者
の
た
め
、
人

物
で
は
な
く
手
前
の
水
面
に
ピ
ン
ト

が
合
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

練
習
あ
る
の
み
で
す
ね…

。 

（
板
花
）

西川町について詳しく知りたい方、ご意見・お問い合わせなどは、
町のホームページhttp://www.town.nishikawa.yamagata.jp/をご覧ください。

7／1　現在の人口と世帯数　人口　男  2,402人　女  2,575人　計  4,977人　世帯数  1,824  （　）は前月比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＋2）　　   （－2）　　 （　0）        （＋6）
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Instagram西川町公式アカウント

「＠iibegassan」では、西川の

「いいべ！」な瞬間を投稿中！

皆さんが撮った西川の写真も

大募集中です！

ぜひ「#いいべ西川」のタグを

つけて投稿してね♡

１.仁田山放牧場で元気に草を食べる牛たち／２.弓

張平公園のニッコウキスゲ。鮮かなオレンジ色が特

徴／３.山形県立自然博物園の木々。春に鳴くエゾハ

ルゼミの声が聴こえてくる／４.吉川地区から見える

月山。田んぼにはもう一つの月山が！／５.岩根沢地区

の龍神沼。新緑に囲まれて幻想的な雰囲気／６.白と

緑のコントラストが可憐な西川町の花・ミズバショウ

タグをつけて投稿しよう！「 #いいべ西川」

１  

２  

３  

４  

５  

６

▶ I n s t a g r am  　　　　   
西川町公式アカウント

「＠i i b eg a s s a n」

＋－


